
■佐賀県営繕工事における「入札時積算数量書活用方式」の実施フロー

・入札時積算数量書に記載された積算
数量に疑義が生じた場合、疑義を生じ
るに至った根拠資料(＊)を添えて協議
を求める。

県 入札参加者、受注者

・入札

・工事費内訳書の提出

・契約書の提出
 （特約条項を追加添付）
・工事費内訳明細書の提出

・入札時積算数量書の内容について質
疑できる。

・現場説明書に「入札時積算数量書活用
方式」の試行工事である旨を明示。
・公告資料と併せて『入札時積算数量
書』を電子入札システムに掲載
（※従来の『切り抜き書』に代えて掲載）

・積算数量の確認

・工事請負契約の締結

・質疑回答

・落札決定通知

・開札

※  は、「入札時積算数量書活用方式」の試行導入に伴う変更箇所

・積算数量の承諾

・工事完了

・変更契約書の提出

・協議回答（積算数量確認結果通知）

・変更契約の締結

・変更金額の通知

・完了検査

公告

質疑

入札

契約

積算数量
に関する
協 議

契約変更

工事完了

（必要に応じて）

（必要に応じて）

※本方式を活用しない場合は、契約書への
特約条項の追加添付及び工事費内訳明細書
の提出は不要。

※本方式を活用する場合は、契約締結後に
積算数量に疑義が生じた時に協議を求める
ことができる。

≪協議の条件≫
○疑義のある数量において、入札時積算数量書における積算数量と受注者が契約
締結時に提出した工事費内訳明細書における数量（一式表示を除く）が同一で
あると確認できた場合に協議できる。

○協議を行う積算数量の部分の工事が完了している場合は協議できない。

(＊)「公共建築数量積算基準」、「公共建築
設備数量積算基準」に基づく算定根拠
（施工数量や受注者独自の数量算出方法に
よる数量は協議の対象とならない）

※積算数量に関する協議に係る変更と他の
変更事項がある場合は併せて通知


